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　このページは町民の皆様に取材協力を

お願いして、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。今回は、令和５年度

飯島小学校ＰＴＡ会長 新井英行さんに登

場いただきました。

あらい ひでゆき

正解者５名様にいいちゃん商品券進呈
（締切は8/31、発表は発送をもってかえさせていただきます）
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議会だより議会だより

　地域の皆様におかれまして

は日頃から児童の為にご尽力

いただき、また活動にご理解、

ご協力いただき誠にありがと

うございます。

　さて、令和５年度は新たな

時代に移行していくのではな

いかと期待をしながらの始ま

りでした。

　５月８日から新型コロナは、

２類から５類へと変わり、Ｐ

ＴＡ活動も新たな方法を考え

る時となりました。そうした

中で飯島小学校では５月27日

に晴天の中、運動会を開催し

ました。

　多くの制限がなくなり自由

に、来賓の方も保護者も大き

な声援を送る事ができました。

子供たちはマスクを外し大き

な声での応援合戦や友達に向

けての声援、そして何より多

くの笑顔がありました。

運動会を終えて
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〈問題〉

　今年のＰＴＡの活動方針は

「楽しもう、笑い合おう」を

掲げています。子供たちの楽

しむ姿や笑い合って声を掛け

ふれ合っている姿、真剣な表

情や悔しい表情などマスクが

ないからこそ見ることができ

ました。一つ一つが本当に素

敵でした。やはり子供達には

こうであって欲しいと心より

感じました。

　厳しく辛いことも多い昨今

でしたが、そこを悔いるので

はなく、この時代を経験した

からこそ成長できた部分も多

くあると思います。決してコ

ロナが収まったわけではあり

ませんが、コロナで経験した

知識を糧に子供たちにはもっ

と笑って楽しんで成長して欲

しいです。

　地域の皆様、先生、保護者

が太陽となり、水となり、栄

養となり子供達が大きく育つ

ことを願っています。

　この一年の活動が次の一年

またその次へと紡がれていけ

たら嬉しいです。今後もご協

力の程よろしくお願いします。

「飯島はいいら、最高だら」

と言えるように。

○○○円値下げされた。

家庭用の水道基本料金が 唯一の値下げ「おいしい水」唯一の値下げ「おいしい水」住所・氏名・年齢・解答とご意見など
をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりクイズ係宛まで
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昨年度24自治会（自治会数は47）にて住民懇談会を実施することができました。
複数の自治会から意見・疑問があったものを抜粋し、議会の回答を載せています。

● 今よりもっと人口が減ってると思う。今から対策を！

● おむつを買える店がない。

● 商業施設誘致はどうなっているのか。

出店希望の小売店がある旨の説明が町からあった。
役場西側土地の造成後に、小売店に土地を売却するという内容の
議案が提出され、議会はこの議案を可決した。

商業施設誘致（６自治会）

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見

意見

回答

回答

回答

回答

回答

回答

回答

回答

● 移住者よりも今住んでいる人の困っている部分の改善を。

● 自治会に加入するメリットを事前に発信してほしい。

● 自治会長が働いている世代の場合、負担が大きい。

● 自治会費が都会に比べて高く、加入しない理由の一つではないか。

● 町が入会金を補助したらどうか。若い世代の加入促進につながるのでは。

● 戸数が減り続けているため自治会の合併も考えて。

● 「誰でもよいから来てくれ、あとは自治会に任せる」では困る。

● 子育てをしながら近い場所（町内）で働きたい。

● 公園に遊具がない。

議会としても、移住者の自治会加入を望んでいる。移住者と住民がお互い
に歩み寄れるように、自治会のあり方を調査していく。負担軽減をより一
層進めるべく、議会全体で取り組んでいく。

議員提言を通して、女性が就農をしやすいように、農業事業者に更衣室設
置補助金などが創設された。また、町では「レディースファーム」を創業
する事業者に出資することを検討している。議会も就農の将来性を研究す
るため、本年７月に先進地を視察する。
与田切公園は「町民のための公園」でもあり遊具の設置などを要望している。

自治会組織（６自治会）

子育て支援（４自治会）

● 利用状況は。

● 災害時の活用方法も検討するべき。

令和４年度の利用状況は以下とおり。

災害時の活用方法を議会で調査し、提言していく。

トレーラーハウス（２自治会）

● 議員定数問題の進捗は。

● 年齢で報酬額を変えるべきではないか。

定数・報酬に関する委員会を設置し協議している。
令和６年３月までに結論を出す予定。

議員定数と報酬（２自治会）

● 防犯のためゴミ袋に記名する方式から番号方式に変更を。

● 面積が広い自治会では回収場所の増設を。

● 高齢者や車が無い人への対策を。

記名式の問題点を議員提言したところ、『名前が書いてあれば、責任をもってゴミ出し
をしてもらえる。番号にすると、分別がおろそかになる』と回答があった。今後の在
り方を調査していく。回収場所は、自治会要望があれば自治会負担で設置可能。
車のない住民への対応は、議会で調査し提言していく。

ゴミ出し（２自治会）

● 防犯灯を設置してほしい。

● 道路の補修はいつしてくれるのか。

● 町道改良の際に自治会に負担を求めるのはおかしい。

防犯灯は自治会で設置し、費用の３分の２を町で補助。
道路補修は町が実施。自治会からの申請があれば優先度に応じて補修する。
道路に穴が空いている場所は、役場に相談を。
現状の条例では自治会負担が発生する。他の補助金と組み合わせて軽減をはかる。

道路・防犯灯整備

● 草刈りを自治会役員と地権者で行っているが大変である。

● 空き家周辺の草刈りが大変で、今後更に増えていくことから早急に対策を。

● 高齢化により草刈り自体が困難になっているため町から補助を。

草刈りの負担軽減を議員提言している。
町は、以下の支援を行っていくとの回答があった。
　● 町が委託している草刈り範囲の拡大。
　● 道路の草刈りは、自治会への補助金を増やす。

第102号の特集（P4～P5）において誤りがありました。
保育園の産前産後の預入期間、飯島町は１ヶ月と記載しましたが、
正しくは、産前１ヶ月・産後２カ月の３カ月です。
町民の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお
詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。

環境整備（４自治会）

稼働率：7.7％　 売上：114万円　 町の目標：96泊　 宿泊数：104泊

※本年度も実施する方向で検討していますのでご協力をお願いします。

お詫びと訂正

飯島太郎

本郷次郎 七久保花子
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１．委員会方針
　コロナ禍後の産業・経済復興施策及び
　災害から町民の命とくらしを守る
２．事業計画
　・所管課との懇談及び現場視察
　・上下水道施設の視察と検討
　・議会BCP（業務継続計画）の改定
　・関係団体及び関係者との懇談
　・先進地視察
　　○ バイオマス発電
　　○ メガファームとレディースファーム
　　○ 近隣市町村の公営住宅を調査

令和４年度の反省と令和5年度の計画令和４年度の反省と令和5年度の計画

令和４年度の反省と令和5年度の計画令和４年度の反省と令和5年度の計画

総務産業委員会

令和４年度のまとめ 令和5年度の計画

１．委員会方針
　・円滑な議会運営のためのルール作り
　・町民にわかりやすい議会運営の実現
２．事業計画
　①住民懇談会
　・自治会未加入者と外国人に対して実施
　・昨年度のまとめをしたうえで今年度も実施
　②オンライン委員会条例の改正
　③議会基本条例の確認と改定
　④議会申し合わせ事項の確認と改定

１．活動内容
　①議場等への国旗掲揚
　　県内の市町村を調査し、時期尚早と判断。
　②定例会における議案調査のやり方
　　令和４年12月の定例会より、特別委員会を廃 
　　止し、各委員会が自主的な事務事業調査を行う。
　③住民懇談会の開催
　　全自治会ごとの開催に変更。
　　コロナにより中止もあり、６割程度の実施。
　④定例会傍聴者の増加に向けた取組み
　　議場へのモニター設置の検討を行った。
２．課題
　・オンラインで開催できる会議の検討
　・自治会未加入者や外国人との懇談会

議会運営委員会

令和４年度のまとめ 令和5年度の計画

１．委員会方針
　　  　　手に取りたくなる紙面づくりを
　　～議会を身近にするためのツールとして～
２．事業計画
　・「議会だより」の発行　年４回
　・グーグルフォームの活用
　・議会モニターとの懇談会
　・広報研修会への参加

１．活動内容
　・印刷業者入札に伴う発行の調整
　・第100号記念特集の実施
　・モニターアンケートの更新
　・写真の有効活用
２．課題
　・「第100号記念特集」により多くの町民から
　　町の将来を聞ける機会を作ることができた。

議会広報委員会

令和４年度のまとめ 令和5年度の計画

１．委員会方針
　町・議員の将来像を明確化させ議会活性化※を
２．事業計画
　・先進地の視察
　・全国町村議会長や区長との懇談会
　・報告書の提出

１．活動内容
　・定数や報酬の検討をした自治体を調査
　・先進地視察（コロナにより未実施）
　・議員の活動日数を調査
　・町村議会議員の議員報酬等のあり方最終報告
　　書の要約と重点項目の確認
２．まとめ
　・コロナの影響により計画した視察を行えなか
　　ったが、WEBを活用した調査が実施できた。

定数報酬等検討小委員会

令和４年度のまとめ 令和5年度の計画

１．委員会方針
　教育・福祉の研究をし住みよい飯島町に
　　　　～ 明るい未来を子供達へ ～
２．事業計画
　・所管課との懇談及び現場視察
　・中学校ICT化の現状視察
　・教職員及び保育士との懇談
　・食育と地産地消を農政係を含め懇談
　・民生児童委員との懇談
　・上伊那郡内の各施設の視察
　・先進地への視察研修

１．活動内容
　・所管課との懇談会
　・民生児童委員との懇談会
　・健康推進員廃止の調査
　・現場視察
　　○ 給食センター　○ 柏木グラウンド　
　　○ 飯島保育園駐車場　○ 陣屋博物館
　　○  田切公民館
２．まとめ
　・コロナ禍で学校現場への視察が未実施。
　・土日部活動の研究をさらにする必要あり。
　・引きこもりと自殺対策の研究。
　・柏木グラウンドの国スポ計画を注視。
　・子育て施設の研究を深める。

１．活動内容
　・所管課との懇談会
　・商工会との懇談会
　・農業経営者会議との懇談会
　・現場視察
　　○ 町営住宅　○ 町民の森　○ 危険空き家
　　○ 旧丸井醸造跡地　○ ｉｉネイチャー春日平
２．まとめ
　・コロナによりバイオマス発電とメガファーム
　　の企業視察ができなかった。
　・所管課との懇談会は、現場視察が大切である
　　と認識した。
　・ＢＣＰ（業務改善計画）の読み合わせが未実施。
　・社会文教委員会と合同の視察を検討する。

社会文教委員会

令和４年度のまとめ 令和5年度の計画

※議会活性化
・改選時、毎回選挙になる
・議会傍聴者の増加
・年齢問わず町民が議会に興味をもってもらう
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出典 ：武蔵野市

まだ住めます

値下げの水

◆総務課
問　協働のまちづくり推進費の
内訳は。周知方法と平等に実施
されているか。
答　高尾・石曽根・北町の各自

治会集会所の備品購入。区長自

治会長会にて周知し、申請状況

を見て平等化を図っている。

問　チャットGPTの判断基準は。
答　明確な判断基準はない。個

人情報漏洩の問題もあり、担当

者と検討する。

◆産業振興課
問　麦・大豆生産技術向上事業
の内容は。
答　生産拡大・団地化推進など

の補助。今回は麦の生産拡大に

10アール7,500円の補助。

問　生産技術向上との関係は。
答　明らかな先進性までは求め

ていない。生産拡大でも支援。

◆建設水道課
問　町には空き家が多い。現状
と対策は。
答　空き家件数は212軒、未使

用の空き家は170軒。

　34軒は崩壊の危険性が高い。

補助金を活用の他、自主的に取

り壊している空き家もある。

問　所有者不明空き家の対策は。
売買情報を持っているか。

答　相続放棄などで通知できな

い空き家は３軒。他は連絡でき

ている。

　空き家物件は不動産業者から

情報が出ている。

問　町営住宅整備事業の内訳と
金額の根拠は。
答　早期移転希望者１世帯分、

残り５世帯分は来年度の計画。

補償金額は要綱をもとに算出。

問　高齢者や一人世帯の引っ越
し支援は。
答　基本的には、家族にお願い

しているが、必要な場合は町で

も支援をしている。

◆地域創造課
問　りんりん祭りギネス申請は
町民の福祉向上に関わるのか。
答　観光・町のイメージアップ

の他、関係人口増加にも期待。

問　県の補助金や町の補助金が
でており、その中で賄なえない
のか。
答　補助経費の重複は認められ

ない。今回はギネス申請費用。

問　口径13mmの水道の基本料金
が250円値下げされた。13mm以

外の形状は検討したか。
答　一般家庭向けで検討。20mm

以上は他の市町村よりも安いた

め検討していない。

問　浄水場の老朽化が進んでい
るが、更新の予定は。
答　方向性が定まった時点で速

やかに報告する。

問　浄水場システムの遠隔操作
ができると聞いたが、負担軽減
に繋がっているのか。
答　以前より雨の降り方が激し

くなり、給水停止回数は増えて

いる。土砂等で水源が埋まり重

機が入れない場合は手作業。

 遠隔操作装置は不具合も出て

いるため、あまり負担軽減にな

っていない。

問　浄水場管理者の研修補助が
あると聞いた。予算化は。
答　技術者研修は申請済。人材

育成に努める。

問　突発的な対応が厳しいよう
だが外部委託で改善を求める。
答　大きな問題は課を超えて対

応し、外部委託する場合は理事

者と協議。

討 論

賛成

質 議

質 議

唯一の値下げ「おいしい水」

令和５年度
一般会計補正予算（第３号）

令和５年度
水道会計補正予算（第1号）

事業調査

令和５年度
一般会計補正予算（第３号）

事業調査

◆住民税務課
問　原動機付自転車標識８万円
の内容は。
答　７月から道路交通法改正に

より、特定小型原動機付自転車

（いわゆる電動キックボードな

ど）にナンバープレートの取り

付けと自賠責保険の加入が義務

化された。

　町ではナンバープレートの発

行をするための費用を計上。

◆健康福祉課
問　住民税非課税世帯等への臨
時給付金2,859万円の内容は。
答　物価高騰対策で900世帯の

対象者に確認書を郵送。返信が

ある世帯に３万円を給付。

問　超低温冷凍庫管理業務40
万円は。
答　コロナワクチンを保管する

ため年度末までのリース代。

問　コロナ予防接種予約システ
ム導入業務131万円の内容は。
仕事の軽減は出来るのか。

問　教育現場の現状は。
答　正規職員が不足し、退職し

た教員を臨時で採用している。

問　少人数クラスにすると教員
の負担が増えるのでは。
答　目的は正規職員を増やすた

めである。

問　県内にへき地校はあるのか。
答　認定されているのは59校。

答　集団接種から個別接種にな

る。接種日を指定から予約制へ

と変更するためのシステムを導

入する。

　24時間インターネットで予

約可能。今までの接種履歴と連

携できることを重視したシステ

ム。負担軽減に繋がるかは、や

ってみないとわからない。

問　コスモス園エアコン取替工
事123万円は高額では。業者点
検していないのか。
答　会議室の２台に不具合が生

じてきた。利用者の消し忘れを

防ぐため、大型１台に変更。入

札は随意契約で２社以上。

　点検は、指定管理者が実施。

◆教育委員会
問　教員住宅エアコン設置工事
30万円は。
答　山久の住宅１軒。８畳と６

畳の部屋を１台で対応、電気工

事費も含む。

問　中学校体育館ステージフロ
ーリング修繕料71万円は。
答　ピアノ周辺の床５メートル

四方を修繕。

予約はやってみないとわからない

「さらなる小人数学級推進と教
育予算の増額」「義務教育費国
庫負担制度の堅持・拡充」を求
める
参考人　長野県教職員組合飯島

町単組　日岐 秀明氏

　　　長時間労働などで教員の

なり手不足が課題。労働時間の

改善や生徒への丁寧な教育のた

めにも採択すべき。

賛成5　不賛成0

討 論

賛成　　　県境近くでは隣県への人

材流出がすでに始まっている所

もあると聞く。先生の労働条件

を担保するためには必要。

賛成5　不賛成0

請　願

採択すべきもの

「へき地※教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を長野県知事
に求める

参考人　長野県教職員組合飯島

町単組　日岐 秀明氏

採択すべきもの

ひ　き　ひであき

ひ　き　ひであき

※へき地とは、山間や離島など、都市的地域
から離れた場所をいう。

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
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問　コロナ予防接種予約システ
ム導入業務131万円の内容は。
仕事の軽減は出来るのか。

問　教育現場の現状は。
答　正規職員が不足し、退職し

た教員を臨時で採用している。

問　少人数クラスにすると教員
の負担が増えるのでは。
答　目的は正規職員を増やすた

めである。

問　県内にへき地校はあるのか。
答　認定されているのは59校。

答　集団接種から個別接種にな

る。接種日を指定から予約制へ

と変更するためのシステムを導

入する。

　24時間インターネットで予

約可能。今までの接種履歴と連

携できることを重視したシステ

ム。負担軽減に繋がるかは、や

ってみないとわからない。

問　コスモス園エアコン取替工
事123万円は高額では。業者点
検していないのか。
答　会議室の２台に不具合が生

じてきた。利用者の消し忘れを

防ぐため、大型１台に変更。入

札は随意契約で２社以上。

　点検は、指定管理者が実施。

◆教育委員会
問　教員住宅エアコン設置工事
30万円は。
答　山久の住宅１軒。８畳と６

畳の部屋を１台で対応、電気工

事費も含む。

問　中学校体育館ステージフロ
ーリング修繕料71万円は。
答　ピアノ周辺の床５メートル

四方を修繕。

予約はやってみないとわからない

「さらなる小人数学級推進と教
育予算の増額」「義務教育費国
庫負担制度の堅持・拡充」を求
める
参考人　長野県教職員組合飯島

町単組　日岐 秀明氏

　　　長時間労働などで教員の

なり手不足が課題。労働時間の

改善や生徒への丁寧な教育のた

めにも採択すべき。

賛成5　不賛成0

討 論

賛成　　　県境近くでは隣県への人

材流出がすでに始まっている所

もあると聞く。先生の労働条件

を担保するためには必要。

賛成5　不賛成0

請　願

採択すべきもの

「へき地※教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を長野県知事
に求める

参考人　長野県教職員組合飯島

町単組　日岐 秀明氏

採択すべきもの

ひ　き　ひであき

ひ　き　ひであき

※へき地とは、山間や離島など、都市的地域
から離れた場所をいう。

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会



8 いいじままち 議会だより 103号 9いいじままち 議会だより 103号

6月定例会  本会議6月定例会  本会議

さ

ゆみ

公開します 〔6月定例会  審議議案と議員の賛否〕
久
保
島
巖

吉
川
順
平

片
桐

　剛

星
野
晃
伸

堀
内

　学

三
浦
寿
美
子

浜
田

　稔

宮
脇
寛
行

坂
本
紀
子

折
山

　誠

坂
井
活
広

伊
藤
秀
明

　〇… 賛成多数で原案を可決・認定・採択

　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和４年度　補正予算

条例の制定及び一部改正

令和５年度　補正予算

契約の締結など

請願・陳情

意見書

付帯決議

結

　
　果

参
照
ペ
ー
ジ

上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

人事案件

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

教育委員会委員の任命同意

一般会計（第10号専決） 2,022万円増

国民健康保険特別会計（第４号専決） 4,330万円減

後期高齢者医療特別会計（第４号専決）  22万円減

介護保険特別会計（第４号専決） 1,447万円減

税条例等の一部改正（専決）

国民健康保険税条例の一部改正（専決）

国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

町営水道条例の一部改正

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

一般会計（第２号専決） 449万円増

一般会計（第３号） 5,424万円増

水道事業会計（第１号） 589万円増

少人数学級推進と義務教育国庫負担の拡充を求める

へき地手当等支給率を近隣県並みに戻すことを県知事に求める

子どもたちが均等に学べる環境整備を求める

へき地手当等支給率を近隣県並みに戻すことを求める

令和５年度一般会計補正予算（第３号）に対する

下水道事業移動脱水車購入事業に係る契約の締結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○〇

〇

〇

〇

(注）議長は議事進行のため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」で表明。

注

人 事 令和5年度 補正予算 その他

条例改正 請願・陳情

議員発議

国に対し、適格請求書等保存方
式（インボイス制度）の延期・
見直しを求める（文書配布のみ）

「さらなる少人数学級推進と教
育予算の増額」・「義務教育費
国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める

「へき地教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を長野県知
事に求める

子どもたちが均等に学べる環境
を整備することを求める意見書

「へき地教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を求める意
見書

令和５年度一般会計補正予算
（第３号）に対する付帯決議
・祭りが地域活性化につながるよ

　うに助言と指導を行うこと。

・祭り終了後に速やかに議会に対

　して報告を行うこと。

令和４年度 補正予算

p8

p8

p8

p8

p8

p6
p8
p6
p8

～

p7
p8
～

p7
p8
～

　６月定例会は６月５日から15日の11日間で開催し、人事案件１件・条例改正案件５件・令和

４年度補正予算案件４件・令和５年度補正予算案件３件・その他１件・請願２件・陳情１件

（文書配布）・議員発議３件が提出され審査を行った。（採決結果は、P.9参照）

地域の活性化に助言と指導を地域の活性化に助言と指導を

教育委員会委員の任命
委員の任期満了に伴い、橋場沙

弓氏の任命同意。

税条例等の一部改正（専決）
・住民税扶養控除申告書の簡素

　化

・軽自動車税のグリーン化税制

　の延長

・森林環境税の導入に伴う整備

・電動キックボードの区分変更

国民健康保険税条例の一部改正
（専決）
・課税限度額の見直し

・軽減する基準額の見直し

国民健康保険税並びに介護保険
料の減免の特例条例の一部改正
新型コロナで収入が減少した被

保険者の減免期間延長。

町営水道条例の一部改正
口径13mmの基本料金を値下げ。

一般会計（第10号）
国民健康保険特別会計（第４号）
後期高齢者医療特別会計（第４号）
介護保険特別会計（第４号）
事業確定による補正。

水道事業会計（第１号）
料金改定とインボイスを含むシ

ステム改修。

移動脱水車購入に関する契約の
締結（１億9,580万円）
車両自体が20年を超えており

更新が必要となった。

一般会計（第２号専決）
低所得の子育て世帯に対して５

万円を給付する。家計が急変し

た場合は要申請。

一般会計（第３号）

問　信州飯島風街道りんりん祭
へのギネス認定分の補助とのこ
とだが、提出された決算資料に
ギネス認定積立金があるが。
答　イベント拡大に伴って積立

金を取り崩して費用に充ててい

る。ギネス認定の補助要請があ

り新たに補正したもの。

問　農業振興事業施設補助。事
業内容は。今後も継続するか。
町独自の対応は。
答　国の補助を使った新規事業

者への支援。予算がつけば今後

も続けていく。町としてもサポ

ートを考えていく。

　　　将来に必要とされている

施策が中心となっている。

賛成

討 論

主 な 質 疑
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　〇… 賛成多数で原案を可決・認定・採択

　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和４年度　補正予算

条例の制定及び一部改正

令和５年度　補正予算

契約の締結など

請願・陳情

意見書

付帯決議

結

　
　果

参
照
ペ
ー
ジ

上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

人事案件

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

p8

教育委員会委員の任命同意

一般会計（第10号専決） 2,022万円増

国民健康保険特別会計（第４号専決） 4,330万円減

後期高齢者医療特別会計（第４号専決）  22万円減

介護保険特別会計（第４号専決） 1,447万円減

税条例等の一部改正（専決）

国民健康保険税条例の一部改正（専決）

国民健康保険税の減免の特例に関する条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

町営水道条例の一部改正

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

一般会計（第２号専決） 449万円増

一般会計（第３号） 5,424万円増

水道事業会計（第１号） 589万円増

少人数学級推進と義務教育国庫負担の拡充を求める

へき地手当等支給率を近隣県並みに戻すことを県知事に求める

子どもたちが均等に学べる環境整備を求める

へき地手当等支給率を近隣県並みに戻すことを求める

令和５年度一般会計補正予算（第３号）に対する

下水道事業移動脱水車購入事業に係る契約の締結

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇

〇

〇

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○〇

〇

〇

〇

(注）議長は議事進行のため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」で表明。

注

人 事 令和5年度 補正予算 その他

条例改正 請願・陳情

議員発議

国に対し、適格請求書等保存方
式（インボイス制度）の延期・
見直しを求める（文書配布のみ）

「さらなる少人数学級推進と教
育予算の増額」・「義務教育費
国庫負担制度の堅持・拡充」を
求める

「へき地教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を長野県知
事に求める

子どもたちが均等に学べる環境
を整備することを求める意見書

「へき地教育振興法に鑑み、へ
き地手当等支給率を近隣県並み
の水準に戻すこと」を求める意
見書

令和５年度一般会計補正予算
（第３号）に対する付帯決議
・祭りが地域活性化につながるよ

　うに助言と指導を行うこと。

・祭り終了後に速やかに議会に対

　して報告を行うこと。

令和４年度 補正予算

p8

p8

p8

p8

p8

p6
p8
p6
p8

～

p7
p8
～

p7
p8
～

　６月定例会は６月５日から15日の11日間で開催し、人事案件１件・条例改正案件５件・令和

４年度補正予算案件４件・令和５年度補正予算案件３件・その他１件・請願２件・陳情１件

（文書配布）・議員発議３件が提出され審査を行った。（採決結果は、P.9参照）

地域の活性化に助言と指導を地域の活性化に助言と指導を

教育委員会委員の任命
委員の任期満了に伴い、橋場沙

弓氏の任命同意。

税条例等の一部改正（専決）
・住民税扶養控除申告書の簡素

　化

・軽自動車税のグリーン化税制

　の延長

・森林環境税の導入に伴う整備

・電動キックボードの区分変更

国民健康保険税条例の一部改正
（専決）
・課税限度額の見直し

・軽減する基準額の見直し

国民健康保険税並びに介護保険
料の減免の特例条例の一部改正
新型コロナで収入が減少した被

保険者の減免期間延長。

町営水道条例の一部改正
口径13mmの基本料金を値下げ。

一般会計（第10号）
国民健康保険特別会計（第４号）
後期高齢者医療特別会計（第４号）
介護保険特別会計（第４号）
事業確定による補正。

水道事業会計（第１号）
料金改定とインボイスを含むシ

ステム改修。

移動脱水車購入に関する契約の
締結（１億9,580万円）
車両自体が20年を超えており

更新が必要となった。

一般会計（第２号専決）
低所得の子育て世帯に対して５

万円を給付する。家計が急変し

た場合は要申請。

一般会計（第３号）

問　信州飯島風街道りんりん祭
へのギネス認定分の補助とのこ
とだが、提出された決算資料に
ギネス認定積立金があるが。
答　イベント拡大に伴って積立

金を取り崩して費用に充ててい

る。ギネス認定の補助要請があ

り新たに補正したもの。

問　農業振興事業施設補助。事
業内容は。今後も継続するか。
町独自の対応は。
答　国の補助を使った新規事業

者への支援。予算がつけば今後

も続けていく。町としてもサポ

ートを考えていく。

　　　将来に必要とされている

施策が中心となっている。

賛成

討 論

主 な 質 疑
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問　下平町政８年間の施策を鑑
み、11月町長選に向けて、早
い段階で力強い出馬表明をした
らどうか。
町長　１期目は土壌改良して種

を播き、２期目は芽が出て立ち

上がる時に支柱を添える。２期

目の締めが中途半端になってい

ると感じる。11月まで６か月、

公約に従い全力で取り組む。

 今までお世話になった方々の

意見を聞き、適切な時期に明確

な表明をする。

現場見てますか？

有事への備えが必要 百閒ナギ

緊急性がある農地

町長選挙

立候補の決意は

町長支援者の話しを聞き決断する

問　住民へ周知を徹底するため
の対策は。
町長　Ｊアラートと連携して防

災無線で住民へ周知している。

防災ガイドブックに概要を掲載。

問　発令時、保育園と学校での
対応とマニュアルは。

教育長　基本的に地震発生時と

同様の対応となる。安全のため

にガラス飛散防止フィルムが貼

られている。

問　町民より大規模な土砂崩落
に対する不安の声があがってい
るが、本当に大丈夫か。
町長　警戒は大事だが、過度に

心配する必要はない。

 今後も継続した監視の実施や

関係機関との情報共有を行い、

町民にしっかりと伝えていく。

宮 脇  寛 行
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11議員が質問11議員が質問
「一般質問」とは行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

吉 川 順 平 町長選挙

宮 脇 寛 行 基幹産業の農業支援

星 野 晃 伸 チャットGPT導入と活用

伊 藤 秀 明 物価高騰

立候補の決意は 

町の今後の取り組みは 

職員の負担軽減になるか 

対策に商品券発行を！

片  桐　 剛 いいっ子センター

坂 井 活 広 飯島町自殺対策計画

坂 本 紀 子 職員雇用

堀  内 　学 高齢者の事故防止

浜  田 　稔 企業誘致

三浦寿美子 医療・介護

折  山　 誠 町長２期８年の総括

 

安全で使いやすい施設整備を

男性専用相談窓口の設置を

調査し対応しているか

安全装置補助なぜ廃止に

結末の説明を

世帯2割負担、把握は

公約した政策の実績と課題は

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ６月定例会では議員11名が登壇し町政を質しました。

町  政  を  問  う

町長他の補助事業を検討

問　多面的機能支払交付金の減
額が拡大。今後の取り組みは。
町長　国は農業基盤強化により

農地を集約し、スマート農業や

有機作物栽培用を取り組む。農

地の総合的な利用を推進。

 町は他の補助事業も視野に入

れ取り組む。

産業振興課長　圃場整備後の水

路などで老朽化が進み、一斉に

維持補修が必要な状況。多面的

機能支払交付金を中心に対応を

進める。「 緊急的な補修が必要

な場合は、町費を充てる 」など

基幹産業の農業支援

町の今後の取り組みは

職員の負担軽減になるか

良好な農地基盤を維持したい。

問　水田活用交付金見直しは国
の政策に協力してきた農業者の
大きな負担となる。今回の制度
見直しをどのように告知したか。
産業振興課長　令和４年４月に

町長利便性が高いと思い導入

各農家あてに国が示した方針の

情報を提供し、意見を求めた。

 令和５年１月には、水張りル

ールへの対応や畑地化への検討

で影響が考えられる農家634経

営体にアンケート実施。423経

営体から回答があり、畑地化へ

の意向が86件、検討が83件と

なっている。

問　通知が来ていない農業者が
何人もいるが。
産業振興課長　農家を対象に進

めてきたが、すべてを委託して

いる農家には通知していない。

問　水田から畑地に変更された
面積は。
産業振興課長　現時点変更され

た農地はない。

問　導入経過と、どのように利
活用するのか。
町長　私が使ってみて、利便性

が高いと思い試験導入をした。

総務課長　半年をめどに効果を

検証し、導入を考える。

 挨拶の文書作成や新規事業の

アイデア作り、統計など行政処

理の効率化に使用したい。

問　ガイドラインの策定をして
いるか。
総務課長　指定した用件のみに

使用。個人情報は取り扱わない。

チャットGPT導入と活用

問　職員の業務負担が増加しな
いか。
総務課長　最初は負担がかかる

が、効率化に期待がもてる。

問　伊南バイパスの法面の防草
シートが劣化し、農作業や環境
への影響が出ている。状況は把
握しているか。
建設水道課長　把握している。

シートは耐用年数10年で張替

えは県が実施。町は県へ要望。

問　町内団体と町外団体の利用
料金の差はあるのか。
教育長　町外団体は町民の２倍、

営利目的の利用者は４倍。

問　指定管理者である弓道クラ
ブは弓道場の運営に苦労してい
る。支援はないのか。
教育長　指定管理料の見直しも

検討する。

▶その他の質問
・姉妹都市斑鳩町との交流 
・ハウス栽培生産者に対する支援

▶その他の質問
・ワーケーションと小規模農業者支援

吉 川  順 平 星 野  晃 伸

Ｊアラート避難と課題

百閒ナギ崩落

スポーツ施設使用料
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問　下平町政８年間の施策を鑑
み、11月町長選に向けて、早
い段階で力強い出馬表明をした
らどうか。
町長　１期目は土壌改良して種

を播き、２期目は芽が出て立ち

上がる時に支柱を添える。２期

目の締めが中途半端になってい

ると感じる。11月まで６か月、

公約に従い全力で取り組む。

 今までお世話になった方々の

意見を聞き、適切な時期に明確

な表明をする。

現場見てますか？

有事への備えが必要 百閒ナギ

緊急性がある農地

町長選挙

立候補の決意は

町長支援者の話しを聞き決断する

問　住民へ周知を徹底するため
の対策は。
町長　Ｊアラートと連携して防

災無線で住民へ周知している。

防災ガイドブックに概要を掲載。

問　発令時、保育園と学校での
対応とマニュアルは。

教育長　基本的に地震発生時と

同様の対応となる。安全のため

にガラス飛散防止フィルムが貼

られている。

問　町民より大規模な土砂崩落
に対する不安の声があがってい
るが、本当に大丈夫か。
町長　警戒は大事だが、過度に

心配する必要はない。

 今後も継続した監視の実施や

関係機関との情報共有を行い、

町民にしっかりと伝えていく。

宮 脇  寛 行
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11議員が質問11議員が質問
「一般質問」とは行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

吉 川 順 平 町長選挙

宮 脇 寛 行 基幹産業の農業支援

星 野 晃 伸 チャットGPT導入と活用

伊 藤 秀 明 物価高騰

立候補の決意は 

町の今後の取り組みは 

職員の負担軽減になるか 

対策に商品券発行を！

片  桐　 剛 いいっ子センター

坂 井 活 広 飯島町自殺対策計画

坂 本 紀 子 職員雇用

堀  内 　学 高齢者の事故防止

浜  田 　稔 企業誘致

三浦寿美子 医療・介護

折  山　 誠 町長２期８年の総括

 

安全で使いやすい施設整備を

男性専用相談窓口の設置を

調査し対応しているか

安全装置補助なぜ廃止に

結末の説明を

世帯2割負担、把握は

公約した政策の実績と課題は

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ６月定例会では議員11名が登壇し町政を質しました。

町  政  を  問  う

町長他の補助事業を検討

問　多面的機能支払交付金の減
額が拡大。今後の取り組みは。
町長　国は農業基盤強化により

農地を集約し、スマート農業や

有機作物栽培用を取り組む。農

地の総合的な利用を推進。

 町は他の補助事業も視野に入

れ取り組む。

産業振興課長　圃場整備後の水

路などで老朽化が進み、一斉に

維持補修が必要な状況。多面的

機能支払交付金を中心に対応を

進める。「 緊急的な補修が必要

な場合は、町費を充てる 」など

基幹産業の農業支援

町の今後の取り組みは

職員の負担軽減になるか

良好な農地基盤を維持したい。

問　水田活用交付金見直しは国
の政策に協力してきた農業者の
大きな負担となる。今回の制度
見直しをどのように告知したか。
産業振興課長　令和４年４月に

町長利便性が高いと思い導入

各農家あてに国が示した方針の

情報を提供し、意見を求めた。

 令和５年１月には、水張りル

ールへの対応や畑地化への検討

で影響が考えられる農家634経

営体にアンケート実施。423経

営体から回答があり、畑地化へ

の意向が86件、検討が83件と

なっている。

問　通知が来ていない農業者が
何人もいるが。
産業振興課長　農家を対象に進

めてきたが、すべてを委託して

いる農家には通知していない。

問　水田から畑地に変更された
面積は。
産業振興課長　現時点変更され

た農地はない。

問　導入経過と、どのように利
活用するのか。
町長　私が使ってみて、利便性

が高いと思い試験導入をした。

総務課長　半年をめどに効果を

検証し、導入を考える。

 挨拶の文書作成や新規事業の

アイデア作り、統計など行政処

理の効率化に使用したい。

問　ガイドラインの策定をして
いるか。
総務課長　指定した用件のみに

使用。個人情報は取り扱わない。

チャットGPT導入と活用

問　職員の業務負担が増加しな
いか。
総務課長　最初は負担がかかる

が、効率化に期待がもてる。

問　伊南バイパスの法面の防草
シートが劣化し、農作業や環境
への影響が出ている。状況は把
握しているか。
建設水道課長　把握している。

シートは耐用年数10年で張替

えは県が実施。町は県へ要望。

問　町内団体と町外団体の利用
料金の差はあるのか。
教育長　町外団体は町民の２倍、

営利目的の利用者は４倍。

問　指定管理者である弓道クラ
ブは弓道場の運営に苦労してい
る。支援はないのか。
教育長　指定管理料の見直しも

検討する。

▶その他の質問
・姉妹都市斑鳩町との交流 
・ハウス栽培生産者に対する支援

▶その他の質問
・ワーケーションと小規模農業者支援

吉 川  順 平 星 野  晃 伸

Ｊアラート避難と課題

百閒ナギ崩落

スポーツ施設使用料
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町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

改善が望まれるいいっ子センター

食料品が高い ！
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問　いいっ子センターは、支援
や遊具も充実しているが、近隣
市町村の施設を利用する人も多
い。利用者目線での整備を求む。
①エントランスの車寄せ設置を。
②駐車枠の拡幅を。
教育長　安全性の確保を優先し

ている。フェンスにより入り口

が制限され、車が寄せづらく、

不便をおかけしている。給食セ

ンターがあるため、できるとこ

ろから改善していきたい。

傘山にバイオトイレを

保育園のDX化を

いいっ子センター

安全で使いやすい施設整備を

教育長出来るところから改善

問　町ではDX推進を盛んにう
たっているが、保育園では、行
事などの写真配布にあたり、先

生が写真を選別し、各家庭へ配
布・集金をしている。小中学校
では、ＷＥＢサービスを使った
注文や、ダウンロード販売も行
われている。このような仕事か
らDXを推し進め、子ども達と
接する本来の時間に充てるべき
ではないか。
教育長　電子システムのデモ体

験を行い、デジタルを活用した

事務処理の検討を行っている。

坂 井  活 広

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ６月定例会では議員11名が登壇し町政を質しました。

町長気軽な相談環境が必要

問　過去10年間における町内
の自殺者数及び男女の割合は。
町長　人数は24人。 男性18人

（75％）、女性６人（25％）。

問　男性の自殺者数は女性の３
倍ということか。
町長　そうである。

問　町が実施しているこころの
相談事業での、相談者の男女割
合は。
町長　男性２割、女性８割。

問　自殺者数は男性が多く、相
談者は女性が多いにもかかわら
ず、町の自殺対策計画に男女別

飯島町自殺対策計画

男性専用相談窓口の設置を

調査し対応しているか

の視点が盛り込まれていないの
はなぜか。
町長　明確な答えは難しいが、

参考にした国や県の計画にも男

女別の視点は盛り込まれていな

かった。

問　飯島町の自殺対策計画は、
来年度新たな計画を策定予定で
ある。そこで、新たな自殺対策
計画に、男女別の視点を設ける
こと及び男性専用の相談窓口の
設置を求めるが。
町長　男性の自殺者数が女性の

３倍、こころの相談の相談者数

副町長あまりしていなかった

は８割が女性。

　そうすると、自殺の原因は、

悩みを相談しなかったからだと

いうことが推測される。

　男性専用の窓口を作ることも

１つの方法だが、もっとステル

ス、例えばネット相談窓口のよ

うな気軽な相談環境が必要。

問　一般・専門・会計年度任用
職員採用時の年齢制限はあるか。
副町長　正規職員は令和４年４

月から採用する内容ごと年齢を

定めて募集。会計年度任用職員

の年齢制限はない。

問　今年度、契約の１週間前に
解雇された会計年度任用職員が
いた。採用時に内容の書面契約
がされているのか。
副町長　雇用は、任用通知書を

作成し課長から渡している。変

更があればそのつど作成。今後

も丁寧な説明に努める。

職員雇用

問　未満児保育士の雇用で会計
年度任用職員から正規職員にな
れるのか。
副町長　実績はないが、正規職

員の試験を受ければ可能性はあ

る。

問　今年度から、保育士の給与
改定が８市町村で一番高いと発
言があった。今まで近隣の調査
をしていなかったのか。
副町長　あまりしていなかった。

引き続き調査し処遇改善をする。

問　年間の登山者数は。
地域創造課長　3,000人ほど。

問　国・県の補助金を使いバイ
オトイレの設置を求めるが。
地域創造課長　今年度は、町民

の森駐車場にカセット式トイレ

１基を設置。１年間の実績を見

て総合的に検討したい。

▶その他の質問
 ・ 仮称飯島町デジタル田園都市国家
　構想について

▶その他の質問
 ・ 車道外側線の引き直しを

片 桐 　 剛 坂 本  紀 子

町長支援策を検討する

問　物価高により生活のやりく
りが大変になっている。対策に、
物価高騰対策商品券発行を。

物価高騰

対策に商品券発行を！

体育館にエアコン設置を

帯状疱疹ワクチン接種

▶その他の質問
・ 人口増対策の具体的な計画と進
　捗は。
・ 通園通学用品購入の負担軽減策
　を。
・ 保育園での「おむつのサブスク」
・ 公園への「おむつの自動販売機」
　の設置を提案。

伊 藤  秀 明

町長　最近の物価高により企業

も含め困っている。

　商品券発行を含め必要な支援

策を検討したい。

問　年々気温上昇に伴い熱中症
による体育館での死亡事故が増
えている。避難所として利用す
ることもあり、高齢者や子ども
の熱中症が心配。
 「安全安心を優先に考える」当
町ならば、待ったなしでエアコ

ン設置を求めるが。
教育長　断熱性が悪いなど課題

があり、現段階でエアコン設置

することは難しい。

問　令和４年に認可されたワク
チンの予防効果は 50歳以上
97%、70歳以上は89％で高い効
果が認められている。
　ワクチン接種希望者に半額補
助を求めるが。
健康福祉課長　補助の予定はな

い。国の動向を踏まえ判断する。

がんばってるよ ！ 保育士
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問　いいっ子センターは、支援
や遊具も充実しているが、近隣
市町村の施設を利用する人も多
い。利用者目線での整備を求む。
①エントランスの車寄せ設置を。
②駐車枠の拡幅を。
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坂 井  活 広

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ６月定例会では議員11名が登壇し町政を質しました。

町長気軽な相談環境が必要

問　過去10年間における町内
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問　男性の自殺者数は女性の３
倍ということか。
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町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

安心を買う！ HondaのHPより

問　５年前に町内で木質バイオ
マス発電事業計画が持ち上がり、
町も関連施設の視察を行った。
議会に建設予定地の説明があっ
た。その後はどうなったのか。
町長　大手商社が主体で採算性

のある事業だったと思う。

 県も塩尻市に肝いりのバイオ

マス発電所を建設し、町の材木

を期待していた経緯から、県の

認可が得られず、大手商社は事

業を断念したようだ。

問　町は県と全力で交渉したの
か。町民に結果報告が無いが。

環境循環ライフ構想

産業振興施策

少子化対策

提案

人口対策

企業誘致

結末の説明を
町長企業側が住民要望に応えず

町長　企業から町に県への働き

かけを求められなかった。町と

は事業推進の契約も無く、準備

段階で断念されたということだ。

問　楽器製造企業誘致の経過も
不明確だ。町は用地を準備し
「音楽村構想」も打ち出した。
経過と結末の説明を求めるが。
町長　転出前に生々しい説明は

避けた。町の責任で土地を準備

したが、契約が守られなかった。

問　移転先では予定地の住民に
よる委員会を設置し、現地調査

で環境問題の調査をおこなった。
市長が住民との直接対話を３回
開催したと聞いた。町長は企業
トップと直談判をしたのか。
町長　地元から色々な要望が出

てくるなかで、企業側が応えき

れなくなり、役場が全面的に解

決するよう求められた。だが、

住民と企業の間で話し合って決

めていただくのが筋だ。

 後に地元から企業に誘致の要

望書が届けられたが効果が無く、

企業に面談を申し入れたが、移

転決定済みと告げられた。

三浦 寿美子

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ６月定例会では議員11名が登壇し町政を質しました。

町長調査はしていない

問　民医連の「75歳以上医療費
2割化実施後アンケート調査」
の結果、2割負担となった7,615
件中「とても重い」「重い」が
81％あった。受診を続けるた
めに、預金を取り崩す・光熱費
を削る・食費を削る・受診をた
めらうようになったなどの回答が
あり、高齢者の病状悪化が指摘
されている。
　町内でも、必要な医療が受け
難くなっている人がいるのでは
ないか。実状を把握しているか。
健康福祉課長　調査は行ってい

医療・介護

世帯2割負担、把握は

公約した政策の実績と課題は

ない。２割負担の人は、307人。

2025年９月30日まで、窓口負

担の増額を3,000円に抑える措

置がある。高額療養費は該当者

に通知されるので、申請が必要。

問　「介護保険事業計画」の見直
しの年である。今後の見通しは。
健康福祉課長　３年前は、保険

料を据え置きにした。サービス

に必要な費用から検討する。持

続可能な制度とするため理解を。

町長コロナの影響を受けた

問　軽減策の研究状況は。
建設水道課長　今年度から、負

担軽減の支援を行なう。

①ブロック積みの上など危険な

箇所を中心に、町委託業者の草

刈り範囲を拡大する。

②住みよい地域づくり推進費に、

道路の草刈りも組み込む。

　道路維持管理をする職員を増

やすには、人件費との兼ね合い

があるので、継続し検討。

問　政策の実績と課題は。
町長　以下の答弁。

・木質バイオマス発電施設建設

の候補地・企業選定・サプライ

チェーン構築が今日の課題。

・県企業局が建設中の「越百の

しずく発電所」で使用する水を

町の発電所への活用を協議中。

　復興券の発行事業など、地元

商店での購買力を高めた。また

町長２期８年の総括

生活必需品を購入できる店舗誘

致を進め、７月に調印の見通し。

３社の企業誘致、２社の増築に

より地域雇用の創出環境が整っ

てきた。

　保育園副食費無料化・子育て

世帯の上下水道料金応援補助金

の創設など。

　マイホーム補助金の創設など

により移住定住に効果を上げて

いる。また飯島流ワーケーショ

ン「ｉｉネーチャー春日平」を

オープンし、交流人口増や企業

誘致につなげていく。

　バイオマス発電施設建設の白

紙化・営業部の活動停滞・ワー

ケーション事業の進捗、誘致企

業の転出など課題に向き合おう

とする姿勢が希薄。

　後戻りや足踏みする施策・事

業に対する自らの反省と町民に

向けたきめ細かな情報提供を求

める。

浜 田 　 稔 折 山　  誠

町長利用者が少なかった

問　高齢者の交通事故が増加し
ている。安全装置の付いた車両
購入の促進をすべきだが。
町長　駒ヶ根警察署管内では、

高齢者が関わる事故が全体の３

割を超えている。安全装置の車

両購入はあくまで個人の判断。

問　高齢者は単独での衝突が多
い。急発進防止装置補助を廃止
した経緯と新設を求めるが。
総務課長　実績は３年間で５件

と利用者が少なかったため廃止。

副町長　今までの制度を準用す

ることを踏まえて検討する。

高齢者の事故防止

安全装置補助なぜ廃止に

企業支援

草刈りの負担軽減

▶その他の質問
・ 深夜停電に対する危機管理のあり方

堀 内 　 学

問　高齢者の免許返納を促すに
は、生活関連施設にアクセスが
しやすい交通網の計画を進めて
いくべきだが。
建設水道課長　先進地の事例を

参考にしながら都市計画をする。

問　マイナンバーカードで福祉

タクシー券を使用する際、補助
額を初乗り料金ではなく家から
駅などの施設までにしては。
副町長　検討課題と考えている。

問　企業に対する物価高騰支援
策が予算の半分程度しか活用さ
れていない。外部要因は企業努
力で乗り切れというのは酷であ
る。新たな支援策は。
町長　現状は町独自には考えて

いない。国・県の財源を活用し

た支援を検討している。

問　地域のつながりをより強く
するためにも懇親会の機会を増
やす施策をすべきだが。
産業振興課長　商工会とともに

施策の検討を進めていきたい。

ワーケーション施設の一画

危険な草刈り解消へ
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た。その後はどうなったのか。
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のある事業だったと思う。
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を期待していた経緯から、県の

認可が得られず、大手商社は事
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かけを求められなかった。町と

は事業推進の契約も無く、準備

段階で断念されたということだ。
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したが、契約が守られなかった。
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れなくなり、役場が全面的に解

決するよう求められた。だが、

住民と企業の間で話し合って決

めていただくのが筋だ。
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将来性 ・発展性 ・実現性？

大雨に備えた水利管理対策を

1. 表紙

・子どもたちがとてもかわいいです。
・ＱＲコードが４種類になり、インターネットでの

閲覧がしやすく、若い世代が少しでも町政に興
味を持ってくれることを期待。

・淡い背景に写真を持ってくることでより爽やか
で良かった。

・和やかな印象ですが『子育てしている家庭って
少ないんだなー』という印象が次に浮かんだ。

・かわいい子どもたちとお母さんの写真は元気が
でます。

2. 特集ページ （要望を含む）

・子育てがしやすい町はとても魅力的。１つでも
要望が叶ってほしい。

・写真が大きく円グラフもあり、インタビューの
質問と答えが明確になっていて良かった。

・いいっ子センターの基本的な説明がないので、 
各質問に対する返答の意味がピンとこない。

・小さい公園でも良いので２つ３つ遊具があり、
 木陰の下にベンチがほしい。お年寄りから子ども

まで利用でき、交流の場になるのでは。
・どこへ要望を伝え、どのように変化したかを半

年後くらいに記事にしてほしい。

3. 定例会・各委員会

・ＳＮＳでの飯島の宣伝は、若者の移住者増への足
掛かりになると思うので期待大です。

・大きな写真があり、見やすい文字で良かった。
・竹林はどこの地区の写真なのか添え書きがあれ

ば良かった。

・竹林は、町内のいろんな場所で荒れている所を
見かけ、熊や動物の獣道になっているため早い
対策を取ってほしい。

・町は「コンパクトシティ」を目指すとのこと。
　町民の意見を聞いて現実的で使いやすいものに

してほしい。例えば、オンデマンド型タク
シー・乗り合いバスなど。

4. 一般質問

・私の自治会も未加入者が多く、減っていくばか
りの現状。少しでも増やして。

・以前に比べ文字数は少ないが、ちょうど良い量
だと感じた。

・文字が多く文章全体を見たときに見ただけで読
むのが嫌になる人も多い。読んでもらえないよ
りは大切なことだけが伝わった方が良い。

・子育て支援で、『支援の相談窓口はあるか？』
の答弁が『各課で対応、各々に相談する』のよ
うに消極的な返答だと思います。

・事業をより良くするためには、利用者の意見を
集約できる場なり機会が必要。

・特別老人ホーム待機者をもっと減らせるように、
グループホーム新設の誘致に期待したい。

5. 全体を通しての意見・要望

・豊岡線は熊が出没するため、集会所南からある
フェンスをもっと東西に設置してほしい。

・全体的にとてもすっきりした感じで見やすく
なった。

・文面が少ないので読むのに苦が無く、大切なこ
とが伝わり、親しみがわく感じがしました。

・「まちびと政策プランナー」のメンバー募集を
見て、各年代の人たちでのワークショップは良
い企画だと思いました。

・子育ての特集は国の政策と対比して問題を掘り
下げると、興味深くなったのでは・・・。

・表紙のＱＲコードは議会ＨＰのみで良いかと。
・「議会だより」のモニターの年齢割合を知りた

い。世代ごとに意見を分けて掲載するのもおも
しろいのでは。

・「町民の声を議会へ」もたまに特集ページに記
載してもらえると嬉しい。

全員協議会

上伊那広域連合議会

4月19日
１．防災無線操作卓の改修事業  

   （債務負担行為5,000万円）

 議会の提言により、一般競争

入札に決定した。 

２．千人塚・与田切公園の利用

料金改定

 指定管理者より公園利用料金

値上げの申出があった。

 近隣市町村に比べて町のキャ

ンプ場は安く、値上げを認めた。

問　キャンプ場の町民割は。
答　町民が代表でいれば、その

グループ全体が割引となる。

3．議員定数報酬検討小委員会

検討課題

 副業と議員の優先関係を検討。

報酬に繋がる問題でもある。

１．ChatGPTの試験運用

２．飯島町DX推進方針

問　町は、マイナンバーカード
の普及に取り組んでいるが、町
独自の事業計画はあるのか。
答　マイナンバーを利用した事

業として、福祉タクシー券を想

定している。

３．第４弾・第５弾くらし復興

券の結果

問　飯島町くらし復興券は、今
後も実施するのか。
答　生活支援、事業者支援を考

えているが、復興券も一つの案

と考える。

4．物価高騰による低所得子育

て世帯生活支援特別給付金

　給付時期が定例会の承認では

間に合わないため専決で行う。

１．財産の取得

・消防ポンプ車１台
4,912万円

・災害対応特殊救急車２台　

3,597万円

・高度救命処置用資機材２台

2,183万円

２．監査委員の選任

　小原茂幸氏を選任。

伊南行政組合議会
１．

・収益を１億2,250万円増

・費用を7,000万円増

・債務負担行為限度額を5,000

　万円とする。

２．監査委員の選任

　河崎誠氏と竹村知子氏を選任。

第102号 広報紙面に対するご意見

議会だより議会だより

モニターのひとことモニターのひとこと
5．自治会未加入者との住民懇

談会

　各議員が担当し、４区それぞ

れ６月中に実施する。

１．６月２日から３日にかけて

の台風及び前線による大雨対応

問　取り入れ口水門を閉じるの
が遅いという意見があった。
　自動水門になっているところ
はよいが、そうでないところは
止水に行く人の身が危険。
　大雨が予想されるときは、町
が早く指示を出すべきだが。
答　飯島区は自動水門が２カ所

ほどあるが、各地区で対応が異

なる。今後自動水門にできるよ

うに援助していく。

２．令和４年度「飯島でマイホ

ーム」住宅関連補助事業実績

問　事業が始まる前と後では、
新築はどれだけ増えたか。
答　令和３年は新築が23件、令

和４年は29件。事業は年度で

開始しているため令和４年の新

築が全て補助金の対象か不明。

３．飯島町木質バイオマスエネ

ルギー供給事業導入計画策定

問　整備されていない山はどう
するのか。この事業は雇用を生
むのか。
答　森林環境譲与税を使い意向

調査をして集約化をしている。

規模感や事業内容で決まる。

6月15日

5月18日

一般質問・審査での意見

請願陳情　その後のゆくえ

１．ドラッグストア誘致を。（令和３年６月  坂井一般質問 他）

　　  その後→令和５年度 一般会計補正予算（第１号）

　　  役場の西側に建設予定の商業施設土地購入及び支援  １億3,233万円

2．基幹産業の農業支援を。（令和４年３月  宮脇一般質問）

　　 その後→令和５年度 一般会計予算

　　　　　　  スマート農業推進事業  400万円
　　　　　　  女性の就農環境改善対策事業  200万円
　　 　　　　令和５年度 一般会計補正予算（第２号）

　　　　　　  初期投資促進事業  298万円
　　　　　　  麦・大豆生産技術向上事業  14万円

　　

病院事業会計補正予算（第１号）
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6月15日

5月18日

一般質問・審査での意見

請願陳情　その後のゆくえ

１．ドラッグストア誘致を。（令和３年６月  坂井一般質問 他）

　　  その後→令和５年度 一般会計補正予算（第１号）

　　  役場の西側に建設予定の商業施設土地購入及び支援  １億3,233万円

2．基幹産業の農業支援を。（令和４年３月  宮脇一般質問）

　　 その後→令和５年度 一般会計予算

　　　　　　  スマート農業推進事業  400万円
　　　　　　  女性の就農環境改善対策事業  200万円
　　 　　　　令和５年度 一般会計補正予算（第２号）

　　　　　　  初期投資促進事業  298万円
　　　　　　  麦・大豆生産技術向上事業  14万円

　　

病院事業会計補正予算（第１号）
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　このページは町民の皆様に取材協力を

お願いして、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。今回は、令和５年度

飯島小学校ＰＴＡ会長 新井英行さんに登

場いただきました。

あらい ひでゆき

正解者５名様にいいちゃん商品券進呈
（締切は8/31、発表は発送をもってかえさせていただきます）

応
募
要
項

議会だより議会だより

　地域の皆様におかれまして

は日頃から児童の為にご尽力

いただき、また活動にご理解、

ご協力いただき誠にありがと

うございます。

　さて、令和５年度は新たな

時代に移行していくのではな

いかと期待をしながらの始ま

りでした。

　５月８日から新型コロナは、

２類から５類へと変わり、Ｐ

ＴＡ活動も新たな方法を考え

る時となりました。そうした

中で飯島小学校では５月27日

に晴天の中、運動会を開催し

ました。

　多くの制限がなくなり自由

に、来賓の方も保護者も大き

な声援を送る事ができました。

子供たちはマスクを外し大き

な声での応援合戦や友達に向

けての声援、そして何より多

くの笑顔がありました。

運動会を終えて
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ち
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会
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〈問題〉

　今年のＰＴＡの活動方針は

「楽しもう、笑い合おう」を

掲げています。子供たちの楽

しむ姿や笑い合って声を掛け

ふれ合っている姿、真剣な表

情や悔しい表情などマスクが

ないからこそ見ることができ

ました。一つ一つが本当に素

敵でした。やはり子供達には

こうであって欲しいと心より

感じました。

　厳しく辛いことも多い昨今

でしたが、そこを悔いるので

はなく、この時代を経験した

からこそ成長できた部分も多

くあると思います。決してコ

ロナが収まったわけではあり

ませんが、コロナで経験した

知識を糧に子供たちにはもっ

と笑って楽しんで成長して欲

しいです。

　地域の皆様、先生、保護者

が太陽となり、水となり、栄

養となり子供達が大きく育つ

ことを願っています。

　この一年の活動が次の一年

またその次へと紡がれていけ

たら嬉しいです。今後もご協

力の程よろしくお願いします。

「飯島はいいら、最高だら」

と言えるように。

○○○円値下げされた。

家庭用の水道基本料金が 唯一の値下げ「おいしい水」唯一の値下げ「おいしい水」住所・氏名・年齢・解答とご意見など
をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりクイズ係宛まで


